
R-FIGHTとは

ロボットを装着して戦う、世界初のテクノスポーツ



R-FIGHT機体・設置スペース

■サイズ
高さ：装着者身長＋25cm
重さ：約15KG

■仕様
・顔、肩、腕に感圧センサーを内蔵
・パンチが当たるとBluetoothでPCに信号を送信
・パンチを受けた部位のLEDが点滅・点灯
・7.2vニッケル水素バッテリ×2本で2H駆動

■素材
骨格：角アルミパイプ
顔外装：ポリカーポネート
腕外装：ウレタン
グローブ：軟質ウレタン

■必要機材
・ゲーミングPC1台
・モニターorプロジェクター1台
・スピーカー（モニター内蔵可）

■必要スペース（最低）
幅5.5メートル、奥行4.5メートル、高さ3メートル

※アルミトラスで櫓を作り、後述の安全装置を設置



R-FIGHTゲーム画面・ルール

体力ゲージ 体力ゲージ

制限時間

• 顔、肩、腕にパンチを当てると、PCに信号が送信され、相手プレイヤーの体力ゲー
ジを、部位毎に設定された値分（顔15P、肩7P、腕3P、変更可）減らすことができ
る。制限時間（30秒）以内に相手の体力をゼロにするか、経過後体力が多かったプ
レイヤーがそのラウンド勝利

• 3ラウンド制で先に2ラウンド先取したプレイヤーが勝利(変更可)



必殺技機能

SPゲージがMAXになった時、
手元ハンドルのボタンを押
すと必殺技が発動

※SPゲージは攻撃を受けるか、
後述の応援により増加

必殺技は開始前に3種から選択

・ムテキモード：
5秒間ダメージ無効
・一撃必殺：
5秒間、一撃のみダメージ5倍
・バーサーカー：
10秒間攻撃力2倍

※時間、倍率は変更可能



応援機能

オーディエンス（ご家族、友達、セコンド）は応援するプレイヤーを選択
し、手元のタブレットをタップすることで応援することができる

・ガンバレ・・・攻撃力UP
・負けるな・・・体力回復
・必殺技 ・・・SPゲージアップ

※現在はオフラインで接続された2台のタブレットのみ



安全対策

■ファシリテーターは、過激なプレイを抑止。

以下、反則行為2回でプレイ終了

＜反則＞
過剰な力で攻撃
フェンスに接触
走る・頭突き・体当たり・ジャンプ・しゃがむ・故意に転ぶ
キック
相手肉体への攻撃

■以下の状態になった場合、試合を中断し仕切り直す。

＜ブレイク＞
プレイヤー同士が接触している
ロボットの腕がからまる
プレイヤーのどちらかが転倒
機体の故障・破損
バッテリー切れ



故障時対応・保守体制

・会場に予備機体を常設。故障・破損時は即交換
※手順書を別途作成

・故障した機体は当社エンジニアが訪問し、適時修理・メンテナンスを実
施


	スライド 1: R-FIGHTとは
	スライド 2: R-FIGHT機体・設置スペース
	スライド 3: R-FIGHTゲーム画面・ルール
	スライド 4: 必殺技機能
	スライド 5: 応援機能
	スライド 6: 安全対策
	スライド 7: 故障時対応・保守体制

